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１． 平成 26 年 3 月期第２四半期の連結業績（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 
(1)連結経営成績（累計）             (％表示は対前年同四半期増減率） 

 
売 上 高  営業利益 税引前利益 

当社株主に帰属する

四半期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円    ％

26年3月期第2四半期 3,706,320 (  1.9) 146,589 (  67.8) 207,405 (   －) 169,334 (   －)

25年3月期第2四半期 3,638,160 ( △9.2) 87,366 (  83.5) △278,671 (   －) △685,170 (   －)
(注)当社株主に帰属する四半期包括利益 26 年 3 月期第 2 四半期 203,791 百万円( －％) 25 年 3 月期第 2 四半期  △768,534 百万円( －％) 

 

 １株当たり当社株主に 
帰属する四半期純利益 

希薄化後１株当たり 
当社株主に帰属する 

四半期純利益 

 円        銭 円        銭

26年3月期第2四半期  73 25 －  － 

25年3月期第2四半期 △ 296 39 －  － 
 

(2)連結財政状態 

 総 資 産 資 本 合 計 当社株主資本 当社株主資本比率 

 百万円 百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 5,343,227 1,507,130 1,466,950 27.5 

25年3月期 5,397,812 1,304,273 1,264,032 23.4 
 

２． 配当の状況 

 年間配当金 

 
第１ 

四半期末 

第２ 

四半期末 

第３ 

四半期末 
期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25 年 3 月期 － －  0 00 － －  0 00 0 00 

26 年 3 月期 － －  5 00        

26 年 3 月期（予想）     － － － － － － 

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
  当社は平成 25 年 8月 29 日に、中間配当予想に関する公表を行いました。なお、平成 26 年 3 月期の期末配当予

想額については未定です。 
 
 
３． 平成 26 年 3 月期の連結業績予想（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

（％表示は対前期増減率） 

 

売 上 高  営業利益 税引前利益 

当社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当社株主に 

帰属する 

当期純利益 

  百万円      ％ 百万円      ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 円    銭

通 期 7,400,000(1.3) 270,000(67.8) 210,000( －) 100,000( －)       43   26  

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
 
 
 
 



 
 
 
※ 注記事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無 
 
      

(3) 会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無 

② ①以外の会計方針の変更         ： 無 
 
  
(4) 発行済株式数（普通株式） 

26 年 3月期

第 2四半期
2,453,053,497 株 25 年 3月期 2,453,053,497 株

26 年 3月期

第 2四半期
141,424,152 株 25 年 3月期 141,394,374 株

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）

 

② 期末自己株式数  

 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26 年 3月期

第 2四半期
2,311,643,803 株

25 年 3月期 

第 2四半期 
2,311,692,841 株

  
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手可能な情報と、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前
提に基づいており、実際の業績は見通しと大きく異なることがありえます。業績予想の前提となる仮定および業績
見通しのご利用にあたっての注意事項等については、「経営成績及び財政状態」に記載された＜将来見通しに関す
るリスク情報＞をご覧ください。 

決算補足説明資料は平成 25 年 10 月 31 日(木)に当社ホームページに掲載いたします。また、当社は同日にマス
コミ向けおよび証券アナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料
については、開始後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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経 営 成 績 及 び 財 政 状 態 

 

（１）２０１３年度 第２四半期（２０１３年４月１日～９月３０日）の概況 

 

(A)経営成績 

 ２０１３年度 

第２四半期 

２０１２年度 

第２四半期 

前年 

同期比 

売 上 高 ３兆７,０６３億円 ３兆６,３８２億円 １０２％

営 業 利 益 １,４６６億円 ８７４億円 １６８％

税引前利益(△は損失) ２,０７４億円 △２,７８７億円   ―

当社株主に帰属する 

当期純利益(△は損失) 
１,６９３億円 △６,８５２億円  ―

２０１３年度第２四半期の世界経済は、インドなど新興国の一部で伸び悩みましたが、

中国や欧州で持ち直しの動きが見られたほか、米国や日本では緩やかな景気拡大が続き

ました。このような経営環境のもと、当社グループでは、事業部制を核とした新たなグ

ループ基本構造のもと、個々の事業の強さを取り戻すことをベースに、中期経営計画の

重点施策「赤字事業の止血」「脱・自前主義による成長・効率化」「財務体質の改善」

「お客様価値からの逆算による成長戦略」に取り組みました。 

携帯電話事業では、国内通信事業者向けスマートフォンの新製品開発休止と、モバ

イル通信技術をはじめとする経営資源の新規・成長分野への戦略的再配置を決定しま

した。また、子会社であるパナソニック ヘルスケア株式会社が担うヘルスケア事業の

さらなる成長のためには、当社単独ではなく、他社の知見やノウハウを積極的に活用

することが 適と判断し、同社株式の譲渡を決定しました。 

当年度第２四半期においては、薄型テレビをはじめとするデジタルコンシューマー

関連の事業が、収益重視の商品展開に加え、競争環境の変化や需要低迷の影響等によ

り、減収となりました。一方で、グローバルでの市況回復を背景に車載関連事業が伸

長し、国内の住宅関連事業も堅調に推移しました。円安による全般的な押し上げ効果

もあり、連結売上高は３兆７,０６３億円と、前年同期比１０２％となりました。 

利益につきましては、全社を挙げた固定費削減や合理化に取り組んだことに加え、

円安の影響等もあり、営業利益は１,４６６億円と、増益となりました。また営業外収

益として年金制度変更に伴う一時益７９８億円を第１四半期に計上したことなどによ

り、税引前利益は２,０７４億円、当社株主に帰属する当期純利益は１,６９３億円と、

いずれも大幅増益となりました。 
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(B)経営成績(セグメント別情報) 

 a.アプライアンス 

 ２０１３年度 

第２四半期 

２０１２年度 

第２四半期 

前年 

同期比 

売 上 高 ６,１０４億円 ５,７８９億円 １０５％

営 業 利 益 １７２億円 ２８７億円 ６０％

アプライアンスの売上高は、６,１０４億円（前年同期比５％増）となりました。中

国における家庭用エアコンの販売減をはじめ、全体として苦戦を強いられましたが、円安効

果により、増収となりました。営業利益は、合理化やコスト削減を推進しましたが、円安に

よるマイナス影響等により、前年同期から減益の１７２億円となりました。 

 

  b.エコソリューションズ 

 ２０１３年度 

第２四半期 

２０１２年度 

第２四半期 

前年 

同期比 

売 上 高 ８,５５７億円 ８,０２３億円 １０７％

営 業 利 益 ４１４億円 １９７億円 ２１０％

エコソリューションズの売上高は、８,５５７億円（前年同期比７％増）となりまし

た。日本における消費税増税前の駆け込み需要等により、エナジーシステム事業部、

ハウジングシステム事業部の販売が好調に推移し、増収となりました。営業利益は、

円安によるマイナス影響はありましたが、販売増およびコスト削減等の取組みにより、

前年同期から大幅増益の４１４億円となりました。 

 

  c.ＡＶＣネットワークス 

 ２０１３年度 

第２四半期 

２０１２年度 

第２四半期 

前年 

同期比 

売 上 高 ７,５５４億円 ８,２９９億円 ９１％

営業利益（△は損失） △１６５億円 △１３２億円 ―

ＡＶＣネットワークスの売上高は、７,５５４億円（前年同期比９％減）となりまし

た。テレビ、デジタルカメラ、携帯電話等のデジタルコンシューマー関連事業の販売

不振および不採算機種の絞込みなどにより、大幅な減収となりました。営業利益は、

課題のパネル事業の改善は進んだものの、販売減により前年同期から悪化し、１６５

億円の損失となりました。 
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  d.オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ 

 ２０１３年度 

第２四半期 

２０１２年度 

第２四半期 

前年 

同期比 

売 上 高 １兆３,５５９億円 １兆２,７７９億円 １０６％

営 業 利 益 ５８２億円 ２８０億円 ２０８％

オートモーティブ＆インダストリアルシステムズの売上高は、１兆３,５５９億円

（前年同期比６％増）となりました。海外における自動車生産の好調な推移を受けた

インフォテインメント等の車載関連事業の販売の増加に加え、円安効果もあり、増収

となりました。営業利益は販売増等により、大幅増益の５８２億円となりました。 

 

e.その他 

 ２０１３年度 

第２四半期 

２０１２年度 

第２四半期 

前年 

同期比 

売 上 高 ３,９３４億円 ４,３７６億円 ９０％

営業利益（△は損失） ５４億円 △６４億円 ―

その他の売上高は、３,９３４億円（前年同期比１０％減）となりました。２０１２

年度に実施した三洋電機関連の事業譲渡の影響等により、減収となりました。営業利

益は、５４億円となりました。 

 

(C)財政状態 

当第２四半期の営業活動により増加したキャッシュ・フローは１,６１５億円（対前

年同期差１,４１２億円増）となりました。前年同期差の主な要因は、営業利益の増加

に加え、棚卸資産の増加抑制等です。投資活動に使用したキャッシュ・フローは   

４６３億円（対前年同期差３３６億円減）となりました。前年同期差の主な要因は、

有形固定資産の売却による収入は減少しましたが、設備投資に伴う支出を抑制したこ

とです。また、財務活動に使用したキャッシュ・フローは１,７０２億円（対前年同期

差１,２３８億円増）となりました。前年同期差の主な要因は、当期に短期社債の大部

分を償還したことです。これらに為替変動の影響を加味した結果、当第２四半期末で

現金及び現金同等物の残高は４,５８６億円となり、前年度末に比べ３７７億円減少し

ました。 

また、当第２四半期末の総資産は５兆３,４３２億円となり、前年度末に比べ５４６

億円減少しました。これは、円安の影響や、季節要因による棚卸資産の増加はありま

したが、現金及び現金同等物や有形固定資産の減少等によるものです。負債は

３兆８,３６１億円となり、前年度末に比べ２,５７４億円減少しました。これは、短

期社債の償還等の有利子負債の圧縮や、退職給付引当金の減少によるものです。当社

株主資本は１兆４,６７０億円となり、前年度末に比べ２,０２９億円増加しました。

これは、当期純利益の計上に加え、円安等に伴うその他の包括利益（損失）累積額の

良化によるものです。当社株主資本に非支配持分を加味した資本合計は１兆５,０７１

億円となりました。 
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（２）２０１３年度 通期の見通し 

 

売上高については、テレビやデジタルカメラ、携帯電話等のデジタルコンシューマ

ー関連事業の減収はありますが、円安の影響や堅調な住宅および車載関連事業等の増

収などが見込まれます。また、この売上高の増減に伴う影響等により、営業利益の増

益も見込まれます。 

営業外損益においては、２０１３年９月２７日に契約締結したパナソニック ヘルス

ケア株式会社の株式譲渡益を営業外収益として織り込む一方、構造改革の前倒し等に

よる営業外費用の追加計上を見込んでおります。 

これらにより、売上高、営業利益、税引前利益および当社株主に帰属する当期純利

益の連結業績見通しを、それぞれ上方修正させていただきます。 

 

  連結業績見通し（通期） 

売 上 高      ７兆４,０００億円（前年比 １０１％） 

営 業 利 益          ２,７００億円（前年比 １６８％） 

税 引 前 利 益          ２,１００億円（前年比    －） 

当社株主に帰属する当期純利益          １,０００億円（前年比    －） 

 

＜将来見通しに関するリスク情報＞ 
 

※ 業績見通しは、現在入手可能な情報と、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績は見通しと大きく異なることがありえます。 

  その要因のうち、主なものは以下のとおりですが、これらに限られるものではありません。 

  かかるリスク、不確実性およびその他の要因は、当社の有価証券報告書等にも記載されていま

すのでご参照ください。 

 

・ 主要市場（日本、欧米、中国およびアジア等）の経済状況および製品需給の急激な変動 

・ 産業界・消費者の需要動向 

・ ドル、ユーロ、人民元等の対円為替相場の大幅な変動 

・ 資金調達環境の変化等により、パナソニックグループの資金調達コストが増加する可能性 

・ 急激な技術変化等による社会インフラの変動 

・ 他企業との提携または M&A（パナソニック電工および三洋電機の完全子会社化後の事業再編を

含む）で期待どおりの成果を上げられない可能性 

・ パナソニックグループが他企業と提携・協調する事業の動向 

・ 多岐にわたる製品分野および地域において競争力を維持するパナソニックグループの能力 

・ 製品やサービスに関する何らかの欠陥・瑕疵等により費用負担が生じる可能性 

・ 第三者の特許その他の知的財産権を使用する上での制約 

・ 諸外国による貿易・通商規制、労働・生産体制関連への規制等（直接・間接を問わない） 

・ 保有する有価証券およびその他資産の時価や有形固定資産、のれんなどの長期性資産および繰

延税金資産等の評価の変動、その他会計上の方針の変更 

・ 地震等自然災害の発生、感染症の世界的流行、サプライチェーンの寸断、その他の事業活動に

混乱を与える可能性のある要素 

 

以 上 
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パナソニック㈱ (6752) 平成 26 年 3月期 第２四半期決算短信 

 

連  結  貸  借  対  照  表 

（単位：百万円） 

２０１３年度第２四半期末 ２０１２年度末  
 科          目  

（2013年9月30日現在） （2013年3月31日現在）  
増 減 

         

  流 動 資 産    2,527,898 2,494,083    33,815  

   現金及び現金同等物   458,570 496,283   △  37,713  

   定 期 預 金   32 1,674   △ 1,642  

   受 取 手 形   78,521 56,752    21,769  

   売 掛 金   891,593 905,973   △ 14,380  

   貸 倒 引 当 金   △  23,466 △  23,398   △ 68  

   棚 卸 資 産   846,652 786,845    59,807  

   そ の 他 の 流 動 資 産   275,996 269,954    6,042  

  投 資 及 び 貸 付 金    277,151 276,978    173  

  有 形 固 定 資 産    1,619,447 1,675,428   △ 55,981  

  そ の 他 の 資 産    918,731 951,323   △ 32,592  

 資   産   合   計   5,343,227 5,397,812   △ 54,585  

  流 動 負 債    2,500,770 2,599,159   △ 98,389  

   社債及び短期借入金   412,022 480,304   △ 68,282  

   支 払 手 形   101,492 52,205    49,287  

   買 掛 金   678,320 739,581   △ 61,261  

   そ の 他 の 流 動 負 債   1,308,936 1,327,069   △ 18,133  

  固 定 負 債    1,335,327 1,494,380   △ 159,053  

   社債及び長期借入金   569,729 663,091   △ 93,362  

   そ の 他 の 固 定 負 債   765,598 831,289   △ 65,691  

  負 債 合 計    3,836,097 4,093,539   △ 257,442  

  当 社 株 主 資 本    1,466,950 1,264,032    202,918  

   資 本 金   258,740 258,740    ―  

   資 本 剰 余 金   1,109,836 1,110,686   △ 850  

   利 益 剰 余 金   939,194 769,863    169,331  

   
そ の 他 の 包 括 利 益 

( △ は損失 ) 累積額 
  △ 593,772 △ 628,229    34,457  

   自 己 株 式   △ 247,048 △ 247,028   △ 20  

  非 支 配 持 分    40,180 40,241   △ 61  

  資 本 合 計    1,507,130 1,304,273    202,857  

 負 債 及 び 資 本 合 計   5,343,227 5,397,812   △ 54,585  

(注)その他の包括利益（△は損失）累積額の内訳：                  （単位：百万円） 
  2013 年度第 2四半期末 2012 年度末   増 減 
  (2013 年 9 月 30 日現在) (2013 年 3 月 31 日現在)     

為 替 換 算 調 整 額            △ 244,849 △ 297,015  52,166  

有価証券未実現損益            12,318 △ 218  12,536  

デリバティブ未実現損益 △ 2,541 △ 4,573  2,032  

年 金 債 務 調 整 額            △ 358,700 △ 326,423  △ 32,277  
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パナソニック㈱ (6752) 平成26年3月期 第２四半期決算短信 

 

連 結 損 益 計 算 書 及 び 連 結 包 括 損 益 計 算 書 

（連 結 損 益 計 算 書） 

                                                                                       （単位：百万円） 

２０１３年度 ２０１２年度 

項    目 

 

2013年

2013年

4

9

月

月

1

30

日から

日まで

  

2012年

2012年

4

9

月 

月 

1 

30 

日から 

日まで 

 
前年 

同期比 

   ％  ％ ％

 売 上 高  3,706,320 100.0 3,638,160 100.0 102 

 売 上 原 価  2,719,436 73.4 2,710,013 74.5  

 売 上 総 利 益 986,884 26.6 928,147 25.5 106 

 販売費及び一般管理費  840,295 22.6 840,781 23.1  

 営 業 利 益 146,589 4.0 87,366  2.4 168 

      
 営業外損益(△は損失) 60,816  1.6 △ 366,037 △ 10.1  

 （ 受 取 利 息 ） （  4,831） （ 0.1）（ 5,146） （ 0.1）  

 （ 受 取 配 当 金 ） （  1,510） （ 0.0）（ 2,538） （ 0.1）  

 （ 支 払 利 息 ） （  △  11,884） （△ 0.3）（ △  12,082） （△ 0.3）  

 （早期退職一時金） （  △   1,813） （△ 0.0）（ △  14,483） （△ 0.4）  

 （ そ の 他 ） （ 68,172） （ 1.8）（ △ 347,156） （△ 9.6）  

 税引前利益(△は損失)   207,405 5.6 △ 278,671  △ 7.7 － 

      
 法 人 税 等  37,326  1.0 411,421 11.3  

 持分法による投資利益 

 
 3,096 0.1  2,618 0.1  

  非支配持分帰属利益控除前 

当期純利益(△は損失) 
173,175 4.7  △ 687,474  △ 18.9 －

 

      
 

    

非支配持分帰属利益

(△は損失)

 

 
 3,841  0.1 △ 2,304 △ 0.1  

  当社株主に帰属する

当期純利益(△は損失)
  169,334

 
4.6 △ 685,170

 
△ 18.8

 
－
 

 

 

 

(注) １.営業外損益の「早期退職一時金」は、国内・海外グループ会社の早期退職に伴う費用です。 

 ２.前年度の営業外損益の「その他」には、のれん・無形資産の減損損失等が含まれております。 

 ３.前年度の「法人税等」には、米国会計基準に基づく連結決算上の繰延税金資産の取崩額が含まれております。

 ４.減価償却実施額(有形)          138,874 百万円 137,616 百万円 

 ５.設備投資の実施額          88,029 百万円 156,898 百万円 

 ６.研 究 開 発 費          228,930 百万円 248,473 百万円 

 ７.従 業 員 数          289,756  人 321,896  人 
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パナソニック㈱ (6752) 平成26年3月期 第２四半期決算短信 

 

 

（連 結 包 括 損 益 計 算 書） 

                                                                                       （単位：百万円） 

２０１３年度 ２０１２年度 

項    目 

 

2013年

2013年

4

9

月

月

1

30

日から

日まで

  

2012年

2012年

4

9

月 

月 

1 

30 

日から 

日まで 

 
前年 

同期比 

   ％

 非支配持分帰属利益控除前  

当期純利益(△は損失)
173,175 △ 687,474 －

 

       

 その他の包括利益 

(△は損失)-税効果調整後：

 

 
    

 （為替換算調整額） （   55,005） （ △  67,152）   

 （有価証券未実現損益） （ 12,521） （ △  30,834）   

 （デリバティブ未実現損益） （   2,032） （   4,764）   

 （年金債務調整額） （ △  31,074） （    5,351）   

 
計 

 
38,484  △  87,871     

 

       

  非支配持分帰属利益控除前 

当期包括利益(△は損失) 
211,659  △ 775,345 －

 

       

   非 支 配 持 分 帰 属

当期包括利益（△は損失）

 

 
7,868 △  6,811  

  

 
 
当社株主に帰属する

当期包括利益(△は損失)
 203,791  △ 768,534  

 
－
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パナソニック㈱ (6752) 平成 26 年 3月期 第２四半期決算短信 

 

連 結 キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー 計 算 書 

 
                                  (単位：百万円) 

項      目 

２０１３年度 

2013 年 4 月 1 日から 

2013 年 9 月 30 日まで 

２０１２年度 

2012 年 4 月 1 日から 

2012 年 9 月 30 日まで 

Ⅰ営業活動に関するキャッシュ・フロー     
１.非支配持分帰属利益控除前当期純利益 (△ は 損 失 ) 173,175  △ 687,474  

２.営業活動に関するキャッシュ・フローへの調整     

(１)減 価 償 却 費                165,976   170,063  

(２)有 価 証 券 の 売 却 損 益   (△ は 利 益 ) △ 24,010  △ 7,707  

(３)売 上 債 権 の 増 減 額  (△ は 増 加 ) 11,539   14,452  

(４)棚 卸 資 産 の 増 減 額  (△ は 増 加 ) △ 46,691  △ 74,760  

(５)買 入 債 務 の 増 減 額  (△ は 減 少 ) △ 11,150   862  

(６)退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額  (△ は 減 少 ) △ 101,416  △ 3,821  

(７)そ の 他               △ 5,956   608,702  

計 161,467   20,317  

Ⅱ投資活動に関するキャッシュ・フロー                         

１.投資及び貸付金の売却及び回収                53,477    57,586  

２.投 資 及 び 貸 付 金 の 増 加               △ 5,122  △ 1,899  

３.有 形 固 定 資 産 の 購 入               △ 99,830  △ 175,553  

４.有 形 固 定 資 産 の 売 却 12,518   46,625  

５.定 期 預 金 の 増 減 額   (△ は 増 加 ) 1,642   7,599  

６.そ の 他               △ 8,937  △ 14,236  

計 △ 46,252  △ 79,878  

Ⅲ財務活動に関するキャッシュ・フロー       

１.短 期 債 務 の 増 減 額   (△ は 減 少 ) △ 126,100   17,654  

２.長 期 債 務 の 増 減 額   (△ は 減 少 ) △ 34,958  △ 44,112  

３.当 社 株 主 へ の 配 当 金 －  △ 11,559  

４.非 支 配 持 分 へ の 配 当 金 △ 8,165  △ 7,918  

５.自 己 株 式 の 増 減 額    (△ は 増 加 ) △ 23  △ 12  

６.そ の 他 △ 924  △ 499  

計 △ 170,170  △ 46,446  

Ⅳ為替変動による現金及び現金同等物への影響額 17,242  △ 24,505  

Ⅴ現金及び現金同等物の純増減額                   (△ は 減 少 ) △ 37,713  △ 130,512  

Ⅵ現金及び現金同等物期首残高                   496,283      574,411  

Ⅶ現金及び現金同等物期末残高                   458,570      443,899  

 
(注) 

 
前年度の営業活動に関するキャッシュ・フローの「その他」には、のれん・無形資産の減損損失および米国会

計基準に基づく連結決算上の繰延税金資産の取崩額等が含まれております。 
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(注記) 

 

1. 当社および一部の国内子会社は、2013 年度第１四半期に、賞与減額の実施に関する

労使の合意がなされたため、2012 年度末の連結貸借対照表で見積り計上した 2013 年度

夏季賞与にかかる賞与引当金（連結貸借対照表上は「その他の流動負債」に計上）の

うち、減額相当額の振戻しを行いました。 

  なお、当該振戻しは、米国会計基準上、会計上の見積りの変更となります。これに

より、2013 年度の営業利益および税引前利益はいずれも 201 億円増加しております。 

 

2. 当社および一部の国内子会社は、2013 年度第１四半期に、従来の確定給付年金制度

について、2013 年７月１日以降の積立分（将来分）を確定拠出年金制度へ移行するこ

とを決定しました。米国会計基準においては、この決定に伴い、過去の制度改定によ

り減少した退職給付債務の全額を一括して認識することが要求されているため、2013

年度の連結損益計算書において、当該減少額 798 億円を「営業外損益－その他」に収

益計上しております。 

  この計上額については、過去の制度改定時に減少した退職給付債務見合いの償却益

であり、従業員への給付額に影響を与えるものではありません。 

 

3. 当社は、今後の機動的な資本政策を実現するため、2013 年６月 26 日開催の第 106

回定時株主総会において資本準備金および利益準備金の額の減少について決議しまし

た。これに伴い、2013 年８月 31 日を効力発生日として、会社法第 448 条第１項の規定

に基づき、単独決算上の資本準備金および利益準備金の全額を各々その他資本剰余金

およびその他利益剰余金に振り替えております。 

  なお、本件は、資本の部における振替処理であり、当社株主資本の金額の変動なら

びに当社の連結および単独業績に影響を与えるものではありません。 

 

4. 2013 年度の連結貸借対照表において、前年度まで区分して表示していた「利益準備

金」と「その他の剰余金」をまとめて「利益剰余金」として表示しております。 

 

5. 当社は、2012 年 10 月１日付で複数の取引銀行と締結した、無担保の借入設定上限を総額

6,000 億円とするコミットメントライン契約を、2013 年８月 30 日をもって終了しました。当

該契約における借入実績はありません。 

 

6. 継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

7. 当社株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 

 

8. 2013年度第２四半期末の連結子会社数は 525社、持分法適用関連会社数は 91社です。 
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パナソニック㈱ (6752) 平成 26 年 3月期 第２四半期決算短信 

 

セ グ メ ン ト 情 報 

 

  (単位：億円) 

２０１３年度   ２０１２年度   

2013年

2013年

4

9

月

月

1

30

日から

日まで
  

2012 年 

2012 年 

4 

9 

月

月

1

30

日から

日まで

 

 

売上高 
前年 

同期比

営業利益

（△は損失）
利益率

前年 

同期比
売上高 

営業利益

（△は損失）
利益率

 ％ ％ ％  ％

ア プ ラ イ ア ン ス 6,104 105 172 2.8 60 5,789 287 5.0

エコソリューションズ 8,557 107 414 4.8 210 8,023 197 2.5

ＡＶＣネットワークス 7,554 91 △ 165 △2.2 － 8,299 △ 132 △1.6

オートモーティブ＆ 

インダストリアルシステムズ 
13,559 106 582 4.3 208 12,779 280 2.2

そ の 他 3,934 90 54 1.4 － 4,376 △  64 △1.5

計 39,708 101 1,057 2.7 186 39,266 568 1.4

消 去 ・ 調 整 △ 2,645 － 409 － － △ 2,884 306 －

連 結 決 算 37,063 102 1,466 4.0 168 36,382 874 2.4
 

 

 

(注) １. 事業区分の方法 

・ 

 

当社の事業を、内部経営管理と同期化させたカンパニー毎のグローバル連結ベースで、セグメント

に区分しております。 

 

・ 

  

2013 年４月１日にグループ体制の再編を実施したことに伴い、従来の８セグメントから５セグメ

ントへ変更しております。また、2012 年度のセグメント情報については、2013 年度の形態に合わ

せて組み替えして表示しております。 

 

２. 「消去・調整」欄には、セグメント業績の管理上、特定のセグメントに帰属しない収益および費用や、

連結会計上の調整項目（無形資産償却、会計基準差異等）が含まれております。 
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２０１３年１０月３１日 
パナソニック株式会社 

 

 

連 結 決 算 概 要 
２０１３年度 第２四半期

 
 
 
                                      （単位：億円） 

第２四半期（９月３０日に終わる６ヵ月間）        期  間  

 項  目 
２０１３年度 ２０１２年度 前年同期比 

 売 上 高  ３７,０６３   ３６,３８２     １０２%

国 内  １７,８７３   １８,７８２     ９５%

 

海 外  １９,１９０   １７,６００     １０９%

 営 業 利 益  
１,４６６   

（４.０%）

８７４    

（２.４%） 
 １６８%

 税引前利益（△は損失）  
 ２,０７４   

（５.６%）

△ ２,７８７    

（△  ７.７%） 
 ―

 
当社株主に帰属する

当期純利益（△は損失）
 

 １,６９３   

（４.６%）

△ ６,８５２    

（△１８.８%） 
 ―

 

基 本 的 １ 株 当 た り

当社株主に帰属する

当期純利益（△は損失）

 ７３円２５銭 △ ２９６円３９銭   369 円 64 銭

 

希薄化後１株当たり

当社株主に帰属する

当 期 純 利 益

 ― ―   ―

 

(注)１.当社の連結決算は米国会計基準に準拠しております。 

  ２.連結対象会社数(親会社および連結子会社) 526 社  持分法適用関連会社数 91 社 

  ３.「希薄化後１株当たり当社株主に帰属する当期純利益」は、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。 

 

［お問い合わせ先］財務・ＩＲグループ  TEL 06-6908-1121 
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